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Good Agriculture,
Good Smile,
Good Future.

今年も絹
かわなす

の

最盛期が
やってき

ました～
！
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日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

JAえひめ未来 ８月カレンダー

年金相談
　社会保険労務士の先生による
年金相談を行っています。お電話
にてご予約をお願いいたします。
※祝・祭日は相談はお休みです。

予約制
日時：第１・３木曜日 13:00 ～
場所：西条総合相談センター
　　  （西条市神拝甲478-1）
受付：☎（0897）56-1800

西条
地区

日時：第２・４木曜日 10:00 ～
場所：本所
　　  （新居浜市田所町3-63）
受付：☎（0897）37-1003

新居浜
地区

期間：８月７日㈯～ 10日㈫
時間：8:30 ～ 13:00
場所：西条総合相談センター敷地内
11日以降各店舗にて販売!

特設会場にてシキミ販売
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ときめき水都市本店（仮店舗）で開催

たまご特売

お肉の日

お米特売

お魚の日

みのりちゃん市場五日市

シキミ販売強化期間

水都市栽培講習会（P11参照）
アグリサポートセンター相談日

（P11参照）

あかがね市栽培講習会
（P11参照）

年金相談（新居浜）

年金相談（西条）

年金相談（西条）

年金相談（新居浜）

天然温泉 武丈の湯
武丈の湯 ８月イベント

神戸・古川
給油所 お客様感謝デー
日時：８月18日㈬・19日㈭・20日㈮
ガソリン割引を実施！ぜひお立ち寄りください♪

回数券キャンペーン
７月17日㈯～８月31日㈫
44枚綴り回数券購入で
　　　　　入浴券４枚プレゼント！
19枚綴り回数券購入で
　　　　　入浴券２枚プレゼント！
小人入浴料250円が150円に！
皆様のお越しをお待ちしています♪

旧地域ふれあい課事務所
移転のお知らせ

問い合わせ先

フレスポ西条内
西条総合相談センター裏

受付時間 6:30 ～ 18:30
受付時間 6:30 ～ 16:00

☎（0897）55-0160

　７月19日～旧地域ふれあい課事務所が「西条総合
相談センター」1階に移転します。
　女性部ショップも総合相談センターカウンターで声
掛けいただければ対応いたしますので、よろしくお願
いいたします。

水都市のバーコード発券機の移動のお知らせ
　バーコード発券機が下記のとおり２箇所になります
のでお知らせいたします。

あぐりセンター
経済センター

除草剤特売

あぐりセンター
経済センター

あぐりセンター
経済センター

あぐりセンター
経済センター

あぐりセンター
経済センター

あぐりセンター
経済センター

あぐりセンター
経済センター

あぐりセンター
経済センター

あぐりセンター
経済センター
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第
1
回 

通
常
総
代
会

第
1
回 

通
常
総
代
会

第
1
回 

通
常
総
代
会

代
表
理
事
組
合
長
　
加
藤
　
尚

提
出
議
案

第１回通常総代会

　
６
月
26
日
㈯
、
西
条
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
に

て
、
第
１
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
５
０
０
名
の
う
ち
、
本
人
出
席
３

４
名
、
委
任
状
出
席
な
し
、
書
面
出
席
４
６
４

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
本
店
地
区
の
秦
博
昭
さ

ん
と
、
玉
津
地
区
の
築
山
国
彦
さ
ん
を
議
長

に
、
全
６
議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案

が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

令
和
２
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び

注
記
表
の
内
容
の
報
告
並
び
に
会
計
監
査
人
の

監
査
報
告
及
び
監
事
の
監
査
報
告
に
つ
い
て
。

第
１
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
業
報
告
及
び
剰

余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
令
和
３
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　
退
任
役
員
に
対
す
る
退
職
慰
労

金
支
給
に
つ
い
て

第
６
号
議
案
　
令
和
３
年
度
に
お
け
る
役
員
の

報
酬
に
つ
い
て

附
帯
決
議

特
別
決
議
　
　「
不
断
の
自
己
改
革
」の
実
践
に

関
す
る
特
別
決
議

報
告
事
項
　
　「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の
変

更
に
つ
い
て

ご
あ
い
さ
つ

　
総
代
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
未
来
の
事
業

運
営
に
対
し
、
格
段
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
全
て
の
総
代
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

今
後
の
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
未
来
の
あ
り
方
や
、
経
営
の
方
向
性
な
ど

に
つ
い
て
ご
意
見
を
賜
り
、
相
互
に
理
解
し
あ
う
場
に
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
で
あ
り
ま
す
の

で
ご
理
解
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
１
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
経
験
を
し
た

こ
と
が
な
い
状
況
と
な
り
、
経
済
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、

生
活
様
式
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
事
業
に
お
い
て
も
、
訪
問
活
動
が
難
し
く
な
っ
た
ほ
か
、

一
部
営
業
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
産
物
の
消
費
減
退
や
、
価
格
低
迷
な
ど
生
産
者
の

経
営
に
も
影
響
が
で
ま
し
た
。

　
今
回
の
合
併
に
際
し
て
は
組
合
員
の
皆
様
と
の
対
話
を

す
る
機
会
が
十
分
に
も
て
な
か
っ
た
事
に
対
し
て
残
念
に
思
い

ま
す
し
、
申
し
訳
な
か
っ
た
と
の
想
い
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は

で
き
る
限
り
皆
様
方
の
声
を
聴
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、Ｊ
Ａ
経
営
に
お
い
て
は
、
本
年

度
か
ら
適
用
さ
れ
る
早
期
警
戒
制
度
に
対
応
す
る
た
め
、
将

来
性
を
見
据
え
た
事
業
モ
デ
ル
の
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
の
強
み
を
発
揮
す
る
た
め
、

組
合
員
の
皆
様
と
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
農
地
を
守
り
、

地
域
の
特
性
を
生
か
す
営
農
を
振
興
し
持
続
可
能
な
経
営

基
盤
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第１年度 貸借対照表
組合員数
（令和３年３月31日現在）

出資金
（令和３年３月31日現在）

自己資本比率
（令和３年３月31日現在）

正組合員	 5,858人
准組合員	 18,311人
計	 24,169人

19億4,930万円

15.69％

（単位：千円）

資　　　　　産 負 債 及 び 純 資 産

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

信用事業資産 154,921,237 信用事業負債 153,710,558

共済事業資産 591 共済事業負債 547,917

経済事業資産 571,182 経済事業負債 1,255,137

雑資産 378,121 雑負債 182,604

固定資産 7,417,575 諸引当金 84,825

外部出資 4,813,249 繰延税金負債 137,349

前払年金費用 342,179 再評価に係る繰延税金負債 994,026

負債の部合計 156,912,419

出資金 1,949,302

資本準備金 385,975

利益剰余金 6,563,905

処分未済持分 △11,640

評価・換算差額等 2,644,172

純資産の部合計 11,531,715

資産の部合計 168,444,134 負債及び純資産の部合計 168,444,134

第１年度 剰余金処分案
科　　目 金　　額

当期未処分剰余金 927,655,338

剰余金処分額 627,416,191

　１）利益準備金 60,000,000

　２）任意積立金 540,000,000

　　　うち高齢者福祉積立金 20,000,000

　　　うち営農振興積立金 20,000,000

　　　うち金融事業基盤強化積立金 160,000,000

　　　うち施設近代化積立金 160,000,000

　　　うち経営安定化対策積立金 160,000,000

　　　うち農産物販売リスク積立金 20,000,000

　３）出資配当金 27,416,191

次期繰越剰余金 300,239,147

第１年度 損益計算書
科　　目 収　　益 費　　用 総 利 益

信用事業 890,886 114,444 776,442

共済事業 480,086 25,200 454,886

購買事業 1,163,559 955,650 207,908

販売事業 1,210,365 1,080,383 129,982

保管事業 8,539 1,364 7,174

農業経営事業 148 446 △298

加工事業 128,752 115,303 13,448

葬祭事業 445,756 248,294 197,461

カントリー事業 47,998 18,588 29,410

高齢者福祉事業 181,606 90,762 90,844

その他事業 161,342 121,443 39,899

科　　目 金　　額

事業総利益 1,941,174

事業管理費 1,777,098

事業利益 164,076

事業外収益 96,233

事業外費用 4,644

経常利益 255,665

特別利益 2,394

特別損失 376,075

税引前当期損失 118,015

法人税等合計 △11,751

当期損失金 106,264

当期首繰越剰余金 71,705

合併に伴う繰越剰余金増加額 773,552

土地再評価差額金取崩額 188,661

当期未処分剰余金 927,655

（単位：千円） 第１年度 事業取扱高
科　　目 金　　額

貯金 153,144,407

預金 126,576,419

貸出金 25,293,170

有価証券 2,346,240

長期共済保有高 328,930,160

短期共済新契約掛金 539,512

購買品供給・取扱高 1,129,413

販売品販売・取扱高 2,316,314

（単位：千円）

（単位：円）
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監 事

横川　達良
全 域

理 事

村上　嘉一
上部西（中萩）

理 事

渡邊　勝俊
上部西（大生院）

理 事

藤田　賢市
上部東（泉川）

理 事

片上　　忍
金 子

常勤監事

髙木　千香
全 域

代表監事

神野　師算
全 域

監 事

大隆　政子
無地域枠（員外）

監 事

黒河　安徳
無地域枠（員外）

理 事

上路　利春
中 央

理 事

宇佐美金正
神 戸

理 事

越智　文雄
飯 岡

理 事

松本真一郎
橘

監 事

一色　信之
全 域

理 事

宮﨑　桂一
西条全域

理 事

津島美智子
全域（女性枠）

理 事

髙橋　豊重
全域（生産者枠）

代表理事組合長

加藤　　尚
玉 津

代表理事専務（管理・審査担当）

保利　公洋
禎 瑞

常務理事（営農・経済担当）

岡部　成彦
全 域

理 事

井下ちづる
全域（女性枠）

理 事

三船　一良
全域（生産者枠）

理 事

岡田　　朗
本 店

理 事

近藤　孝志
高 津

常務理事（信用事業担当）

久岡　幸男
全 域

理 事

園部　克志
川東（垣生）

理 事

伊藤　俊一
川東（多喜浜）

理 事

藤田　　理
上部東（船木）

理 事

佐光　正裕
川東（神郷）

理 事

原　　英俊
上部東（角野）

理 事

加藤　卓雄
大 町

理 事

石川　篤志
西条全域

理 事

丹　　安弘
氷 見

理 事

伊藤　津好
西条全域

　
『
地
域
の
「
食
」
は
地
域
の
「
農
業
」
で
守
る
』
を
使
命
に
、
全
て
の
事
業
が

自
己
完
結
で
き
る
「
総
合
Ｊ
Ａ
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
取
り
組
み
ま
す
。

新
役
員
紹
介

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
未
来

理
事 

28
名

監
事 

６
名

　
猛
暑
の
み
ぎ
り
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
６
月
26
日
の
総
代
会
を

も
ち
ま
し
て
代
表
理
事
専
務
の
役
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

思
え
ば
３
期
９
年
間
役
員
と
し
て
大
過
な
く
業
務
を
遂
行
で

き
ま
し
た
事
は
、
組
合
員
を
は
じ
め
役
職
員
の
皆
様
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
未
来
が
誕
生
し
て
９
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
難
局
を
組
合
員
・
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
切
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
切
に
希
望
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
関
係
各
位
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
未
来
の
今
後
の
発
展
と
皆
様

の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
し
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ＪＡえひめ未来
前常務理事

神野　克史

　
昨
年
11
月
１
日
、Ｊ
Ａ
え
ひ
め
未
来
の
発
足
か
ら
常
務
理
事

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
が
、
６
月
26
日
を
も
っ
て
退
任
い
た
し

ま
し
た
。

　
旧
Ｊ
Ａ
新
居
浜
市
時
代
か
ら
併
せ
て
３
年
間
に
渡
り
組
合

員
、
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
役
職
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
に
際
し
ま
し
て
は
、
組
合
員
の
皆
様
に
ご
理
解
を
賜
り
無
事
、
新

Ｊ
Ａ
と
し
て
発
足
出
来
ま
し
た
事
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
６
月
28
日
か
ら
は
新
役
員
体
制
で
業

務
が
遂
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
、
地
域
の
皆
様
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
活
気
あ

ふ
れ
る
Ｊ
Ａ
目
指
し
て
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
未
来
に
対
し
ま
し
て
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
未
来
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈

り
し
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

ＪＡえひめ未来
前代表理事専務

曽我部英敏
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Ｑ ‌�

新
年
度
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
年
金
友
の
会
の
予
算
や
活

動
計
画
な
ど
示
し
て
欲
し
い
。

Ａ ‌�

今
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
が
大
き

く
、
会
員
の
皆
様
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
総
会
な
ど
の

多
人
数
が
参
加
す
る
よ
う
な
全
体
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
開
催

は
控
え
て
お
り
、
予
算
や
活
動
計
画
も
お
示
し
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
の
情
勢
を
み
な
が
ら
検
討
致
し
ま
す
。	

ま
た
、
各
支
部
で
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
感
染
対
策
が
十

分
確
保
で
き
る
内
容
で
あ
れ
ば
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
内
容
や
予
算
な
ど
支
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ ‌�

合
併
前
に
両
Ｊ
Ａ
に
あ
っ
た
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
な
ぜ
止

め
た
の
か
。

Ａ ‌�

旧
Ｊ
Ａ
で
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ポ
イ
ン
ト
加
算
処
理
が
手
作
業
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
問
題
が
あ
る
と
判
断
し
、
サ
ー
ビ
ス

は
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。	

	
	

な
お
、
電
子
化
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
運
用
を
現
在
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ ‌�

補
助
金
制
度
に
精
通
し
た
職
員
を
配
置
し
て
欲
し
い
。

Ａ ‌�

今
後
の
営
農
振
興
を
考
え
ま
す
と
、
補
助
事
業
へ
の
取
組

み
は
必
要
で
す
の
で
、
人
材
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ ‌�

と
き
め
き
水
都
市
本
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う
仮
店
舗
等

や
新
店
舗
に
つ
い
て
の
情
報
を
周
知
し
て
欲
し
い
。

Ａ ‌�

仮
店
舗
の
移
転
先
は
西
条
警
察
署
西
側
の
商
業
施
設
（
フ
レ

ス
ポ
西
条
）
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。	

	
	

営
業
開
始
は
７
月
21
日
か
ら
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
新

店
舗
は
現
在
の
と
き
め
き
水
都
市
本
店
の
場
所
で
令
和
４

年
４
月
の
営
業
開
始
を
目
標
に
進
め
て
お
り
ま
す
。		

出
荷
者
の
み
な
さ
ま
へ
は
文
書
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
間
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。	

	
	

	

内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、広
報
誌
「
み
ら
い
」
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ ‌�

西
条
地
区
川
西
支
所（
仮
称
）
の
進
捗
状
況
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ ‌�

場
所
は
現
在
の
あ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
事
務
所
に
併
設
す
る
形

で
、
令
和
４
年
５
月
の
営
業
開
始
を
目
標
に
進
め
て
お
り
、

令
和
３
年
11
月
よ
り
工
事
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。		

内
容
に
変
更
等
が
生
じ
た
場
合
は
広
報
誌
「
み
ら
い
」
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ ‌�

新
居
浜
地
区
の
今
年
（
令
和
３
年
）
水
稲
予
約
注
文
で
は
、
予

約
価
格
（
予
約
配
達
）
が
１
品
目
を
除
い
て
高
く
な
っ
て
い

て
、
農
業
者
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
が
い
か
が

で
す
か
。						









ま
た
、
予
約
価
格
の
設
定
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
す
か
。

Ａ ‌�

予
約
購
買
品
の
供
給
時
、
新
居
浜
地
区
は
全
て
配
達
（
当
用

価
格
の
２
％
引
き
）
で
対
応
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
合
併
を

機
に
購
買
品
価
格
及
び
値
引
率
を
統
一
致
し
ま
し
た
。	

西
条
地
区
で
実
施
中
の
予
約
引
取
制
度
（
当
用
価
格
の
４
％
引

き
）
を
新
設
し
、
予
約
配
達
値
引
率
（
当
用
価
格
の
１
％
引
き
）

も
西
条
地
区
に
合
わ
せ
統
一
し
ま
し
た
。

Ｑ ‌�

新
居
浜
地
区
に
お
い
て
、
今
年
か
ら
引
取
価
格
が
新
設
さ

れ
た
が
、
引
取
指
定
日
が
平
日
の
た
め
引
き
取
り
出
来
な

い
農
業
者
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
い
か
か
で
す
か
。

Ａ ‌�

予
約
引
取
制
度
初
年
度
の
今
年
は
、
確
実
な
商
品
の
引
き

渡
し
が
で
き
る
よ
う
平
日
を
引
取
日
に
指
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
兼
業
で
平
日
の
引
取
り
が
困
難
な
方
に

は
電
話
連
絡
の
上
、
土
日
の
対
応
も
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
も
土
日
対
応
実
施
い
た
し
ま
す
。	

	
	

新
居
浜
地
区
予
約
引
取
利
用
率
は
約
50
％
で
す
。

Ｑ ‌�

来
年
の
水
稲
資
材
の
予
約
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ ‌�

予
約
率
及
び
引
取
率
の
ア
ッ
プ
、
肥
料
銘
柄
の
選
定
・
集

約
に
よ
る
仕
入
コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
ま
す
。

Ｑ ‌�

令
和
２
年
度
決
算
で
当
期
損
失
金
が
発
生
し
て
い
る
が
何

が
要
因
で
す
か
。

Ａ ‌�

今
回
の
決
算
で
大
き
く
影
響
を
し
た
も
の
は
固
定
資
産
減

損
会
計
に
伴
う
減
損
損
失
で
す
。
固
定
資
産
減
損
会
計
に

つ
い
て
は
、
旧
Ｊ
Ａ
単
位
で
毎
年
実
施
し
て
い
た
事
項
で

あ
り
、
今
回
の
合
併
に
際
し
、
会
計
監
査
人
と
の
事
前
協

議
を
踏
ま
え
「
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
未
来
」
と
し
て
の
考
え
方
等
を

統
一
し
ま
し
た
。
今
回
の
決
算
処
理
は
固
定
資
産
の
減
損

に
か
か
る
会
計
基
準
に
基
づ
き
、
実
施
し
た
結
果
で
あ
り

ま
す
。	

	
	

	
	

	

今
回
減
損
損
失
が
出
た
要
因
は
主
に
２
つ
で
す
。	

	

１
つ
め
は
西
条
川
西
地
区
の
支
所
（
神
戸
・
橘
・
氷
見
・
禎
瑞
）

で
す
。
４
支
所
の
統
合
が
Ｊ
Ａ
内
で
機
関
決
定
さ
れ
、
令

和
４
年
５
月
に
あ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
に
併
設
す
る
形
で
営
業

開
始
に
な
る
こ
と
を
受
け
、
既
存
の
支
所
は
使
用
方
法
が

変
更
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
固
定
資
産
会
計
上
、
減
損
損

失
の
兆
候
と
認
識
し
、
時
価
額
と
帳
簿
価
額
の
差
額
を
減

損
損
失
と
し
て
計
上
し
ま
し
た
。	

	
	

２
つ
め
は
大
町
地
区
（
い
ず
み
の
里
、
武
丈
の
湯
、
武
丈
の
里
）

の
施
設
で
す
。
こ
こ
は
一
体
的
な
土
地
と
な
っ
て
お
り
、

武
丈
の
湯
南
側
の
お
客
様
の
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
の
土
地
に

つ
い
て
利
用
実
態
に
基
づ
き
、
４
施
設
（
大
町
支
所
、
い
ず
み

の
里
、
武
丈
の
湯
、
武
丈
の
里
）
の
共
用
資
産
と
し
て
位
置
づ

け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
面
積
に
応
じ
て
案
分
し
、
時

価
額
と
帳
簿
価
額
の
差
額
を
減
損
損
失
と
し
て
計
上
し
ま

し
た
。

Ｑ ‌�

減
損
対
象
資
産
と
な
っ
て
い
る
介
護
事
業
の
今
後
に
つ
い

て
説
明
し
て
欲
し
い
。

Ａ ‌�

介
護
事
業
は
組
合
員
の
生
活
に
必
要
な
事
業
で
す
の
で
、

今
後
も
収
益
改
善
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ ‌�

武
丈
の
湯
は
利
用
者
数
の
減
少
が
み
ら
れ
る
が
今
後
に
つ

い
て
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ ‌�

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
利
用
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と

を
受
け
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
を
令
和
３
年
５
月
末
に
閉
店
致

し
ま
し
た
。	

	
	

	
	

	

武
丈
の
湯
は
平
成
13
年
12
月
15
日
に
営
業
を
開
始
し
て
か

ら
今
年
で
20
年
が
経
過
し
ま
す
。
平
成
14
年
度
は
温
泉
ブ
ー

ム
も
相
ま
っ
て
年
間
35
万
人
利
用
者
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

令
和
元
年
度
は
19
万
人
、
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
15
万
人
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。	

	

今
後
は
施
設
老
朽
化
に
よ
り
大
規
模
修
繕
も
控
え
て
い
る

こ
と
か
ら
経
営
改
善
に
取
組
み
な
が
ら
、
継
続
の
有
無
を

含
め
て
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ ‌�

自
己
改
革
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い
。

Ａ ‌�

こ
れ
ま
で
の
実
践
と
し
て
、
営
農
振
興
及
び
農
業
所
得
の

拡
大
を
目
的
と
し
た
も
の
は
西
条
地
区
で
実
施
し
て
い
る

業
務
用
加
工
た
ま
ね
ぎ
の
産
地
化
へ
の
取
組
み
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
資
材
の
コ
ス
ト
低
減
や
買
取
販
売
も
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。	

	
	

	

今
後
は
管
内
農
業
の
振
興
及
び
活
性
化
を
基
本
と
し
、
直

販
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
機
会
に
地
域
の
食
と
農
を
守
っ

て
い
く
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。		

	

ま
た
、
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
確
立
の
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
転
換
と
収
支
改
善
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
次

年
度
か
ら
の
中
期
経
営
計
画
（
令
和
４
年
～
６
年
）
に
て
将
来

を
見
据
え
た
具
体
策
を
お
示
し
致
し
ま
す
。

Ｑ ‌�

役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
が
、
理
事
・
監
事
の
選
定
方
針
に

つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ ‌�

今
回
の
役
員
改
選
に
お
い
て
は
、
理
事
定
数
（
40
→
28
）
監

事
定
数
（
12
→
６
）
に
変
更
し
ま
し
た
。	

	
	

理
事
は
新
居
浜
は
11
地
区
、
西
条
は
８
地
区
で
あ
る
こ
と

か
ら
西
条
地
区
全
域
を
３
名
を
加
え
て
、
同
数
と
し
て
お

り
ま
す
。	

	
	

	
	

	

地
区
全
域
は
６
名
と
し
、
新
居
浜
・
西
条
地
区
か
ら
３
名
づ

つ
（
女
性
枠
・
生
産
者
枠
・
実
務
精
通
者
）
を
選
任
し
て
い
ま
す
。

監
事
は
地
域
全
域
か
ら
員
外
監
事
２
名
を
含
む
６
名
を
選

任
し
て
い
ま
す
。

Ｑ ‌�

理
事
候
補
者
の
う
ち
職
員
Ｏ
Ｂ
が
半
数
近
く
い
る
の
は
適

正
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ ‌�

今
後
、
自
己
改
革
を
一
層
推
し
進
め
る
た
め
に
農
協
事
業

を
経
験
し
、
実
務
に
精
通
し
て
い
る
職
員
Ｏ
Ｂ
を
候
補
者

と
し
ま
し
た
。

Ｑ ‌�

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
自
動
預
り
払
い
機
）
は
増
設
す
る
の
か
。

Ａ ‌�

現
在
の
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）
は
コ
ン
ビ
ニ
や

他
金
融
機
関
で
も
共
同
利
用
で
き
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
が
進
む
社
会
情
勢
も
考
慮
し
、
増
設
に
つ
い
て
は
現
在

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

組
合
員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
主
な
質
問

貴
重
な
ご
意
見

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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西条
地区

ニ
ュ
ー
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

＆
新
居
浜
と
西
条
の
地
域
の
話
題
が
い
っ
ぱ
い
!!

　
６
月
23
日
㈬
西
条
農
業
高
等
学
校
の
畑
・
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
に
て
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
科
の
学
生
と
大
町

幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
が
、
き
ゅ
う
り
・
ミ
ニ
ト
マ
ト

収
穫
体
験
に
よ
る
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
園
児
１
名
に
対
し
高
校

生
２
名
が
付
き
添
い
、
楽

し
く
会
話
し
な
が
ら
収
穫

を
行
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は「
思
っ
た
よ

り
簡
単
に
採
れ
て
楽
し
い
」

「
家
に
帰
っ
て
食
べ
る
の
が

楽
し
み
」と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

き
ゅ
う
り
・
ミ
ニ
ト
マ
ト

収
穫
体
験

西条
地区

西条
地区

女性部
キラリン

　
６
月
17
日
㈭
、
神
郷

支
部
が
川
東
支
所
に
て

絵
手
紙
の
作
成
を
行
い

ま
し
た
。

　
絵
の
モ
デ
ル
用
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
か
ら
花

や
ビ
ワ
を
持
ち
寄
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
、
み
な
さ
ん

笑
顔
が
絶
え
ず
と
て
も

楽
し
そ
う
に
絵
手
紙
を

作
成
し
て
い
ま
し
た
♪

神
郷
支
部
絵
手
紙

新居浜
地区

　
６
月
26
日
㈯
、
氷
見
公
民
館
に
て「
氷
見
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
」の
１
〜
６
年

生
児
童
14
名
が「
み
そ
づ
く
り
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
Ｊ
Ａ
女
性
部
氷
見
支
部
の
日
野
支
部
長
と
岡
田
さ
ん
。
小
袋
に
分
け

た
大
豆
を
児
童
そ
れ
ぞ
れ
が
潰
し
、
煮
汁
と
米
、
麦
こ
う
じ
を
混
ぜ
て
団
子
を

作
り「
お
い
し
く
な
〜
れ
」と
の
掛

け
声
に
合
わ
せ「
ギ
ュ
ッ
ギ
ュ
ッ
」と

力
を
込
め
て
樽
詰
め
、
秋
に
は
自

分
た
ち
の「
お
み
そ
」が
出
来
上
が

る
作
戦
で
す
。

　
児
童
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑

顔
が「
食
の
大
切
さ
」を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。 お

み
そ
は
な
に
か
ら
で
き
て
る
の
？

＝「
児
童
ク
ラ
ブ
」み
そ
づ
く
り
教
室
＝

　
６
月
15
日
㈫
、
新
居
浜
経

済
セ
ン
タ
ー
に
て
き
ゅ
う
り

部
会
の
総
会
・
出
荷
協
議
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
第
17
回
総
会
を
開
き
、
全

５
議
案
を
協
議
し
全
議
案
を

原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

　
出
荷
協
議
会
で
は
令
和
３

年
度
産
き
ゅ
う
り
の
出
荷
を

６
月
17
日
か
ら
と
決
定
す
る

な
ど
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

き
ゅ
う
り
部
会

総
会
・
出
荷
協
議
会

新居浜
地区

　
７
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
、

み
の
り
ち
ゃ
ん
市
場
８
周
年

祭
を
行
い
ま
し
た
。

　
多
数
の
ご
来
店
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
の
り
ち
ゃ
ん
市
場
８
周
年
祭

安全・安心を
実感できる
社会づくり

各保障提供を始め、防
災・減災・事故防止に資
するサービ及び地域貢献活動の取り組みに
より、健康で豊かな生活づくりに貢献して
います。

子育てに役立つセミナーや、赤ちゃんも
楽しめるイベントへのご招待、ママや赤
ちゃんの体に優しいJAの特産商品のプ
レゼントなど頑張るママと赤ちゃんを応
援しています。

Eggplant

誇
り
誇
り

〜
生
産
者
部
会
紹
介
〜

　
絹
か
わ
な
す
部
会

自 己改革
　JAえひめ未来は信用・共済・福祉・営農・販売・経済の総合事業を行っています。信用事業に引き続き今回は共済
事業に注目してSDGsとどのような繋がりがあるのかご紹介します！

実践中！

絹
か
わ
な
す

　古
く
か
ら
品
種
改
良
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
石
鎚
山
を
源
と
す
る

名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
た「
う
ち
ぬ
き
水
」を
使
っ
て
、
西
条
地
区
だ

け
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
伝
統
野
菜
で
す
。

　丸
々
と
太
っ
た
風
貌
か
ら
地
元
で
は
愛
情
を
こ
め
て「
ぼ
て
な
す
」と

い
う
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

JAえひめ未来とSDGs
～共済事業～

頑張るママと
赤ちゃんを応援!
こども倶楽部

農業リスク
診断活動
農業を取り巻くリスクやそ
の対策について、農業者の皆様と一緒
に考えていく「農業リスク診断活動」を
行っており農業者の皆様が安心して農
業経営に専念し、安定的な事業基盤
を築いて頂けるようにさまざまな保障
提供を行っています。

ご自身の契約内容やご契約先のJAの
情報そして万一の事故・故障のとき
にはスマートフォンのGPS機能やカメ
ラ機能を利用して事故の連絡まで全
てワンタッチで出来ます。お客様の
日々の暮らしに役立ち、利便性向上
につながっています。

毎日の暮らしに
役立つアプリ

ときめき水都市本店
移転先についてお知らせ
　広報誌７月号でお知らせ致しました、ときめき水都市本
店の移転先について下記の通り移転致しましたのでお知ら
せ致します。
　お客様には大変ご不便をお掛けいたしますが、何卒ご
理解をいただきますようお願い申し上げます。

移 転 先
電話番号

西条市新田155（フレスポ西条敷地内）
（0897）53-6790
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8月

あ
ぐ
り
情
報

農薬の適正使用で『食の安全』を守りましょう　１. 農薬適正使用のためにラベルを確認し使用基準を守りましょう。　　　　　　　２. 生産履歴を記入しましょう。３. 出荷前にＪＡに生産履歴を提出しましょう。

８月19日㈭ 13:30～
あぐりセンター（西条）
野菜の土づくりに
ついて

８月13日㈮ 13:30～
新居浜経済センター

水都市栽培講習会 集荷場のお休み

あかがね市栽培講習会

※新居浜集荷場は各部会の集荷要領に沿って休日
を変更することがありますので、ご注意ください。

3日㈫ 7日㈯ 13日㈮
14日㈯ 15日㈰ 17日㈫
21日㈯ 24日㈫ 28日㈯
31日㈫
4日㈯ 7日㈫ 11日㈯

14日㈫ 18日㈯ 19日㈰
22日㈬ 25日㈯ 28日㈫

８月

９月

アグリサポートセンター相談日
８月20日㈮13:30～16:30

（受付は16:00まで）
あぐりセンター（西条）

　県・市・農業委員会・JA各担当者が、
農業経営全般に関する総合的な相談対応
を実施いたします。（市と農業委員会は西
条地区の担当者のみの出席となります。）
※‌�密を避けるため、ご相談の際には事前に

JA・市・県までお電話等でご予約いただい
たうえでお越しください。

日時
場所
内容

日時
場所

日時

場所

お問い合わせ　営農振興課 ☎56-9000
お問い合わせ 神戸集荷場 ☎55-8133
　　　　　　 新居浜経済センター ☎41-5701

水 
稲 

早
期
コ
シ
ヒ
カ
リ

刈
取
り
適
期

　

早
期
落
水
は
、
品
質
低
下
し
や
す
く
な

る
た
め
、
落
水
期
は
収
穫
７
日
前
頃
と
し
、

で
き
る
限
り
落
水
を
遅
ら
せ
ま
す
。

　

刈
取
り
適
期
の
目
安
は
出
穂
後
の
気
温

に
も
よ
り
ま
す
が
、
出
穂
後
約
33
日
で
収

穫
を
迎
え
ま
す
。（
気
温
が
高
い
と
収
穫

が
早
ま
り
ま
す
。）
し
か
し
無
理
な
早
刈

り
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
今
年
の
刈
取
り
予
想

　
（
今
後
の
気
象
に
よ
り
変
動
し
ま
す
）

　
　

４
月
５
～
15
日
（
田
植
え
）

　
　

７
月
５
～
13
日
（
出
穂
期
）

　
　

８
月
11
～
15
日
（
収
穫
時
期
）

乾
燥
調
製
の
ポ
イ
ン
ト

　

乾
燥
温
度
は
40
度
以
下
と
し
、
乾
燥
初

期
・
籾
水
分
が
高
い
時
・
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
時
は
や
や
低
温
で
乾
燥
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
18
％
位
で
一
度
乾
燥
機
を
止

回
目
の
防
除
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
水

稲
出
穂
の
15
日
前

ま
で
に
周
辺
雑
草

の
刈
取
り
を
行
う

と
と
も
に
、
出
穂

前
の
基
幹
防
除
と

出
穂
10
～
15
日
後

を
め
ど
に
防
除
し

ま
す
。

白 

菜 

種
ま
き
の
準
備

　

種
ま
き
の
30
日
前
ま
で
に
堆
肥
、
苦
土

石
灰
、
け
い
ふ
ん
を
全
面
に
施
し
、
で
き

る
限
り
深
く
耕
し
ま
す
。

　

種
ま
き
７
日
前
に
は
農
援
隊
、
粒
状
よ

う
り
ん
を
全
面
に
施
用
し
十
分
土
と
混
和

し
た
後
、
幅
１
４
０
㎝
の
平
型
高
畝
に
整

地
し
ま
す
。

☆
10
ａ
当
り
施
肥
量

バ
ー
ク
堆
肥　
　
　

２
０
０
０
㎏

苦
土
石
灰　
　
　
　
　

１
２
０
㎏

粒
状
よ
う
り
ん　
　
　
　

20
㎏

農
援
隊　
　
　
　

 　

 

２
０
０
㎏

種
ま
き

　

白
菜
の
種
が
発
芽
す
る
に
は
十
分
な
湿

り
が
必
要
で
す
の
で
、
畑
が
乾
い
て
い
る

場
合
は
種
ま
き
の
前
日
、
畝
全
体
に
十
分

か
ん
水
し
て
お
き
ま
す
。

　

種
ま
き
は
、
株
間
40
㎝
、
条
間
50
㎝
間

隔
の
二
条
千
鳥
に
点
ま
き
し
ま
す
。
ま
き

穴
は
ビ
ー
ル
瓶
の
底
で
軽
く
ま
き
所
を
た

た
い
て
あ
け
、
ま
き
穴
外
側
近
く
の
や
や

深
い
円
に
沿
っ
て
、
一
ヶ
所
５
～
６
粒
ず

つ
円
状
に
ま
き
ま
す
。
覆
土
は
軽
く
１
㎝

程
度
行
い
、
そ
の
上
に
モ
ミ
ガ
ラ
を
薄
く

か
け
て
乾
燥
や
土
の
し
ま
り
を
防
ぎ
ま

す
。
種
ま
き
後
は
十
分
か
ん
水
し
ま
す
。

間
引
き

　

間
引
き
は
遅
れ
な
い
よ
う
に
行
い
ま
す
。

○ 

第
１
回
目
…
本
葉
２
枚
の
頃
ま
き
穴
に

３
～
４
本
残
す
よ
う
に
間
引
き
し
ま
す
。

○ 

第
２
回
目
…
本
葉
５
～
６
枚
頃
１
本
を

残
し
あ
と
は
間
引
き
し
ま
す
。

※‌�

間
引
き
の
要
領
は
生
育
の
悪
い
も
の

や
、
あ
ま
り
良
す
ぎ
る
も
の
、
病
害
虫

の
被
害
が
あ
る
物
な
ど
を
中
心
に
間
隔

よ
く
間
引
き
し
ま
す
。

め
、
水
分
の
ム
ラ
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

過
乾
燥
に
は
特
に
注
意
し
、
玄
米
仕
上

げ
水
分
は
１
４
．５
％
、
ラ
イ
ス
グ
レ
イ

ダ
ー
の
網
目
は
１
．８
５
㎜
以
上
を
使
用

し
調
製
を
行
い
ま
す
。

　

籾
摺
り
機
は
事
前
に
平
行
に
設
置
し
、

必
ず
ゴ
ム
ロ
ー
ラ
ー
等
の
摩
耗
を
点
検
し

ま
し
ょ
う
。
乾
燥
後
、
籾
の
温
度
が
高
い

う
ち
に
籾
摺
り
を
す
る
と
、
胴
ず
れ
米
が

発
生
し
や
す
い
の
で
常
温
に
な
っ
て
か
ら

籾
摺
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

普
通
期
米

水
管
理

　

幼
穂
形
成
期
か
ら
は
水
稲
が
最
も
水
分

を
必
要
と
す
る
時
期
に
な
る
た
め
、
浅
水

湛
水
で
、
水
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

病
害
虫
の
発
生
状
況

○ 

い
も
ち
病

　

近
年
、
平
坦
地
で
も
発
生
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
夏
の
気
温
が
低
く
、
雨

が
多
い
と
発
生
し
ま
す
。
葉
色
の
濃
い
圃

場
を
含
め
、
葉
い
も
ち
の
早
期
発
見
・
早

期
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
出
穂
期
を
迎
え
る
品
種
に
つ
い

て
は
出
穂
直
前
の
防
除
を
必
ず
行
い
、
穂

い
も
ち
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

紋
枯
病

　

気
温
が
高
く
、雨
が
多
い
と
発
生
し
ま
す
。

早
期
発
見
、
早
期
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○ 

ツ
マ
グ
ロ
・
ウ
ン
カ
類

　

早
期
水
稲
で
は
、
平
年
並
の
発
生
で
す
。

○ 

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

　

早
期
水
稲
で
は
、
平
年
並
で
す
。
な
お
、

近
年
非
常
に
加
害
性
の
強
い
ミ
ナ
ミ
ア
オ

カ
メ
ム
シ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
２

西条
地区

新居浜
地区

◎応急防除農薬

◎
一
斉
防
除

新居浜
地区

水
稲
栽
培
管
理
台
帳
の
提
出

に
つ
い
て

　

必
ず
、
入
庫
前
、
カ
ン
ト
リ
ー
出
荷

前
ま
で
に
栽
培
管
理
台
帳
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

未
提
出
の
場
合
は
、
支
所
入
庫
、
及

び
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ー
ベ
ー
タ
ー
出
荷

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

個
袋
出
荷
の
生
産
者
は
下
見
検
査
用

に
、
サ
ン
プ
ル
袋
に
玄
米
３
０
０
ｇ
以

上
を
入
れ
て
、
提
出
し
て
下
さ
い
。（
新

居
浜
地
区
は
サ
ン
プ
ル
不
要
で
す
。）

◎穂肥講習会の日程のお知らせ
※ ご都合の合う日程の講習会にご参加ください。
　 お問合せ先：営農振興課　☎ 56-9000
　　　　　 　　新居浜経済センター　☎ 41-5701

品 種 日　程 場　所 時　間

普通期
にこまる

ヒノヒカリ
松山三井

８月３日㈫ 高津支所 13：30～

８月４日㈬
川東支所 10：00～

上部東支所 13：30～

８月５日㈭
金子支所 10：00～

上部西支所 13：30～

８月６日㈮ あぐりセンター 13：30～

８月８日㈰ あぐりセンター 10：00～

病害虫名 農薬名 使用時期（収穫前） 使用量（10a当り）

いもち病 ブラシン粉剤ＤＬ ７日前

４㎏紋枯病 バリダシン粉剤ＤＬ 14日前

食葉性害虫 ロムダン粉剤ＤＬ 14日前

ウンカ類・カメムシ類 スタークル粉剤ＤＬ ７日前 ３㎏

西条
地区

防除時期 薬剤 散布量 対象病害虫

出穂直前 ワイドナーエース粉剤ＤＬ ４kg ／10a
ツマグロヨコバイ・ウンカ類・
コブノメイガ・食葉性害虫・
いもち病・紋枯病

乳熟期から糊熟期
（出穂後10日頃） スタークル粉剤ＤＬ ３kg ／10a ツマグロヨコバイ・ウンカ類・

カメムシ類

防除時期 薬　剤 散布量 対象病害虫

出穂期
イッカツエース粉剤 3～4㎏／10ａ

（穂揃期まで）
いもち病・紋枯病・ヨコバイ・
カメムシ類・ウンカ類

ビームキラップジョーカーフロアブル
＋バリダシン液剤５

いずれも1000倍
水150ℓ／10ａ（収穫14日前まで）

いもち病・紋枯病・食葉性害虫・
カメムシ類・ウンカ類

出穂直前 ゴウケツモンスター粒剤 3㎏／10ａ
（出穂5日前まで 但し収穫45日前まで）

いもち病・紋枯病・カメムシ類・
ウンカ類

出穂期防除
10日後

（収穫7日前まで）

スタークル粉剤DL 3㎏／10ａ

ウンカ・カメムシ類
スタークル液剤 1000倍

水150ℓ／10ａ（収穫14日前まで）
スタークル粒剤 3㎏／10ａ

スタークル豆つぶ 250g ／10ａ

◎湛水時期について（平年）※ 今後の天候等によって、変更の可能性があります。

品　種
西条地区 新居浜地区

田植日 湛水開始 予想出穂期 湛水終了 予想成熟期 田植日 湛水開始 予想出穂期 湛水終了 予想成熟期

コシヒカリ 4月10日 6月9日 7月11日 8月2日 8月13日 4月20日 6月18日 7月16日 8月6日 8月16日

あきたこまち 6月1日 7月6日 8月2日 8月22日 9月4日 4月20日 6月11日 7月9日 7月31日 8月9日

にこまる 6月5日 8月5日 8月23日 9月15日 10月14日 6月5日 8月8日 8月27日 9月19日 10月10日

ヒノヒカリ 6月15日 8月4日 8月25日 9月17日 10月6日 6月10日 8月5日 8月26日 9月16日 10月6日

松山三井 6月20日 8月13日 9月3日 9月26日 10月18日 6月15日 8月13日 9月3日 9月26日 10月18日

◎水稲における倒伏軽減剤（植物成長調整剤）の使用方法
農薬名 使用量（10ａ当り） 使用時期 使用方法 使用上の注意事項

スマレクト粒剤 2～3kg 出穂前20～7日 湛水散布

◎ ‌�散布後5日間湛水状態を保ち、落
水しないこと。

◎ ‌�本剤を使用した水田に後作として
野菜類を作付けすると初期生育に
影響あり。

ビビフルフロアブル 75～100ml 出穂前10～2日
茎葉散布 ◎ ‌�散布期間を守り、均一散布を行い、

多量、重複散布は避ける。ビビフル粉剤ＤＬ 3～4kg 出穂前10～5日
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ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ 

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
共
通

※‌�
プ
ラ
グ
苗
は
、
播
種
か
ら
25
日
が
定
植

適
期
な
の
で
、
時
期
を
逃
さ
な
い
よ
う

早
め
の
畝
立
て
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

定
植（
二
条
千
鳥
植
え
）

○ 

畝
幅　

１
２
０
㎝

○ 

株
間　
　

30
～
40
㎝

○ 

条
間　

50
㎝
（
10
ａ
当
り
約
４
５
０
０
株
）

※‌�

年
内
か
ら
収
穫
す
る
場
合
、
作
型
に

合
っ
た
品
種
を
選
定
し
、
九
月
上
旬
頃

に
定
植
し
て
下
さ
い
。

※‌�

根
の
障
害
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
、
降

雨
に
よ
り
土
壌
水
分
が
多
く
な
っ
て
い

る
時
は
、『
畝
立
て
』『
定
植
』
を
避
け
て

下
さ
い
。

※
防
除
薬
剤
は
別
表
記
載
（
Ｐ
14
参
照
）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
追
肥（
株
間
に
施
用
）

○ 

第
１
回
目　

定
植
後
20
日
頃

○ 

第
２
回
目　

頂
花
蕾
出
現
時

※‌�

本
葉
７
～
８
枚
の
頃
に
倒
伏
防
止
の

為
、
株
元
へ
土
寄
せ
し
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
の
追
肥
（
株
間
に
施
用
）

○ 

第
１
回
目　

定
植
後
10
～
15
日
頃

○ 

第
２
回
目　

結
球
開
始
前
に
行
い
ま
す
。

※‌�

結
球
開
始
時
は
肥
料
を
多
く
吸
収
す
る
の

日
間
隔
で
生
育
状
況
を
見
な
が
ら
追
肥
し

て
く
だ
さ
い
。

　

園
芸
有
機
１
号
（
１
回
分
）

　
　

45
～
60
㎏
／
10
ａ

　

追
肥
後
は
、
た
っ
ぷ
り
か
ん
水
し
、
敷

ワ
ラ
等
で
乾
燥
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

き
ゅ
う
り 

中
間
管
理

　

敷
き
ワ
ラ
は
土
の
温
度
を
下
げ
、
乾
燥

を
防
ぐ
と
と
も
に
、
雨
で
土
が
は
ね
上

が
っ
て
お
こ
る
病
気
の
発
生
を
回
避
す
る

た
め
に
必
要
で
、
梅
雨
明
け
後
は
土
が
見

え
な
く
な
る
く
ら
い
厚
く
広
く
敷
い
て
く

だ
さ
い
。

　

順
調
に
生
育
さ
せ
る
に
は
、
土
の
湿
り

が
適
当
で
変
化
が
少
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
特
に
乾
燥

し
や
す
い
場
合
や
、
夏
の
乾
燥
期
に
は
朝

夕
の
涼
し
い
間
に
水
や
り
を
し
ま
す
。
乾

燥
し
て
か
ら
急
に
多
く
の
水
を
与
え
る
と

根
を
傷
め
ま
す
の
で
、
乾
き
き
ら
な
い
内

に
こ
ま
め
に
か
ん
水
を
し
ま
し
ょ
う
。

追
肥（
生
育
を
み
て
施
す
）

　

Ｎ
Ｋ
特
11
号　
　

20
㎏
／
10
ａ

　

最
初
の
雌
花
が
咲
い
た
時
１
回
目
追

肥
。
そ
の
後
は
７
～
10
日
（
収
穫
最
盛
期

は
５
～
７
日
）
ご
と
に
追
肥
し
ま
す
。

収
穫

　

収
穫
初
期
や
不
良
環
境
下
で
は
80
ｇ
、

最
盛
期
は
１
０
０
ｇ
を
目
安
に
収
穫
し
ま

す
。
樹
勢
や
着
花
状
態
を
見
な
が
ら
若
ど

り
し
て
収
穫
を
長
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
は
早
朝
、
最
盛
期
は
夕
方
に
も
行

い
ま
す
。
果
実
の
水
々
し
さ
を
失
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
防
除
薬
剤
は
別
表
記
載
（
Ｐ
14
参
照
）

ジ
ャ
ガ
イ
モ 

基
肥

　

植
え
付
け
10
日
前
ま
で
に
、
苦
土
石
灰
、

菌
根
甘
、
粒
状
よ
う
り
ん
を
施
し
深
く
耕

し
て
幅
60
㎝
の
畝
を
作
り
ま
す
。

☆
10
ａ
当
り
施
肥
量

　

菌
根
甘　
　
　

１
２
０
㎏

　

粒
状
よ
う
り
ん　
　

30
㎏

　

苦
土
石
灰　
　

１
０
０
㎏

※‌�

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
酸
性
土
壌
を
好
み
ま

す
。
石
灰
類
や
堆
肥
は
「
そ
う
か
病
」

を
助
長
し
ま
す
の
で
、
控
え
め
に
し
て

や
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

種
い
も
の
大
き
さ

　

秋
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
春
作
と
違
い
暑
い

で
、速
効
性
の
肥
料
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

※‌�

ま
た
、
球
が
握
り
拳
大
に
な
っ
て
か
ら

以
降
の
追
肥
は
、
結
球
遅
れ
や
裂
球
の

原
因
と
な
る
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

レ
タ
ス 

植
え
付
け
準
備

　

植
え
付
け
20
日
前
ま
で
に
堆
肥
、
苦
土

石
灰
、
よ
う
り
ん
を
施
し
深
く
耕
し
ま
す
。

　

植
え
付
け
５
日
前
に
は
燐
硝
安
加
里
Ｓ

６
０
４
を
施
用
し
土
と
十
分
混
和
し
た

後
、
幅
１
５
０
㎝
の
平
型
畝
を
作
り
ま
す
。

　

畝
立
て
後
、
一
雨
待
つ
か
畝
に
十
分
か

ん
水
し
、
雑
草
防
除
を
兼
ね
て
畝
全
体
に

マ
ル
チ
ン
グ
し
ま
す
。

☆
10
ａ
当
り
の
施
肥
量

　

バ
ー
ク
堆
肥　
　
　
　

２
０
０
０
㎏

　

苦
土
石
灰　
　
　
　
　
　

１
０
０
㎏

　

よ
う
り
ん　
　
　
　
　
　
　
　

40
㎏

　

燐
硝
安
加
里
Ｓ
６
０
４　

１
０
０
㎏

植
え
付
け

　

本
葉
５
～
６
枚
の
若
苗
を
条
間
、
株
間

と
も
30
㎝
で
三
条
の
千
鳥
に
定
植
し
ま

す
。
定
植
後
は
十
分
か
ん
水
し
苗
の
活
着

を
促
進
し
ま
す
。

か
ん
水

　

乾
燥
が
続
く
と
生
育
が
悪
く
な
り
異
常
球

が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
、
涼
し
い
日
を

選
び
畝
間
の
掛
け
流
し
か
ん
水
を
し
ま
す
。

　

結
球
充
実
期
に
な
れ
ば
か
ん
水
を
や
や

控
え
ま
す
。

※
防
除
薬
剤
は
別
表
記
載
（
Ｐ
14
参
照
）

な 

す 

追
肥

　

追
肥
は
、
植
え
付
け
１
ヶ
月
後
か
ら
15

果樹指針一覧（８月）

※ ■■■は、毒劇物農薬です。購入時には、印鑑（シャチハタ不可）が必要です。

中
で
の
植
付
け
と
な
り
ま
す
の
で
種
芋
が

腐
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

種
芋
が
大
き
く
、
切
る
場
合
は
、
芽
を

三
つ
く
ら
い
残
す
よ
う
に
縦
に
切
り
（
30

～
40
ｇ
程
度
）、
日
陰
で
し
ば
ら
く
乾
燥

さ
せ
ま
す
。
こ
れ
は
切
り
口
に
新
し
い
組

織
を
生
成
さ
せ
覆
っ
て
く
れ
る
の
を
待
つ

た
め
で
す
。

※
特
に
注
意
す
る
点

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
表
面
に
は
い
く
つ
か
の

窪
み
が
あ
り
、
こ
こ
に
芽
が
着
い
て
い
ま

す
。
頂
芽
優
勢
と
言
っ
て
こ
の
芽
が
先

に
太
っ
て
き
ま
す

の
で
、
こ
の
芽
を

均
等
に
分
け
る
よ

う
切
り
ま
す
。
特

に
こ
の
窪
み
は
種

芋
の
下
の
方
に
多

い
た
め
、
縦
に
切

る
と
良
い
で
し
ょ

う
。

　

極
端
に
大
き
い

種
芋
は
切
り
分
け

た
と
き
、
こ
の
窪

み
が
１
個
に
２
～

３
ヶ
所
付
い
て
い

る
こ
と
を
確
認
し

て
切
り
ま
す
。

植
え
付
け

　

植
え
付
け
は
株
間
25
㎝
に
畝
の
中
央
部

を
深
さ
10
㎝
程
度
掘
っ
て
、
芋
の
切
り
口

を
下
に
向
け
て
植
え
ま
す
。
植
え
付
け
後

は
芋
の
上
、
５
㎝
に
覆
土
を
行
い
ま
す
。

芽
か
き

　

芽
か
き
を
し
な
い
と
芋
の
数
が
多
く
な

り
、
小
さ
い
も
の
ば
か
り
に
な
り
ま
す
。

　

本
葉
３
～
４
枚
の
芽
が
10
㎝
伸
び
た
頃

に
太
い
芽
を
２
本
残
し
て
後
は
か
き
と
り

ま
す
。

※
防
除
薬
剤
は
別
表
記
載
（
Ｐ
14
参
照
）

◎ブロッコリー・
　キャベツの施肥設計
　 （10ａ当り）

肥料名 基肥 追肥

堆肥 3,000

鶏糞 300

苦土石灰 120

ようりん 40

14号化成 120

NK特11号 20×2

ト
マ
ト 

追
肥

　

生
育
状
況
を
み
な
が
ら
、
15
～
20
日
間

隔
で
追
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
芸
有
機
１
号
（
１
回
分
）

　
　

６
～
10
㎏
／
10
ａ

　

施
肥
位
置
は
畝
の
片
口
へ
施
用
し
、
ト

マ
ト
に
直
接
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

か
ん
水
管
理

　

晴
天
が
続
け
ば
５
～
７
日
間
隔
で
か
ん

水
し
、
特
に
追
肥
後
は
充
分
か
ん
水
し
肥

効
を
高
め
ま
す
。

人 

参 

間
引
き

　

短
根
種
は
本
葉
１
～
２
枚
の
時
株
間
３

㎝
に
間
引
き
、
本
葉
４
～
５
枚
の
時
株
間

５
～
６
㎝
、
本
葉
６
枚
の
時
に
株
間
10
～

12
㎝
間
隔
に
間
引
き
ま
す
。
間
引
き
時
期

品種名 項　目 薬剤名 適　用 管　理

か き

カキノヘタムシガ
カイガラムシ類 モスピラン顆粒水溶剤 2000～4000倍

前日・3回

炭そ病・落葉病 ペンコゼブ水和剤 400～800倍
45日前・2回

みかん
カイガラムシ類 スプラサイド乳剤40 1500倍・14日前・4回

―黒点病 ペンコゼブ水和剤 600倍・30日前・4回

かんきつ ミカンハダニ
ミカンサビダニ マイトコーネフロアブル 1000～1500倍

7日前・1回

キウイフルーツ
果実軟腐病 トップジンM水和剤 1000倍・前日・5回 降雨が無い場合は、

かん水する。カメムシ類 スタークル顆粒水溶剤 2000倍・前日・3回

が
早
い
と
初
期
発
生
が
遅
れ
、
遅
す
ぎ
る

と
軟
弱
徒
長
し
て
、
間
引
き
後
の
回
復
が

遅
れ
ま
す
。

追
肥

　

間
引
き
終
了
後
、
え
ひ
め
園
芸
有
機
１

号
を
10
ａ
当
り
40
㎏
施
用
し
ま
す
。
第
２

回
目
の
追
肥
は
種
ま
き
後
40
日
目
ま
で
に

１
回
目
と
同
量
を
中
央
部
に
施
し
ま
す
。

中
耕

　

中
耕
は
初
め
十
分
に
行
い
、
し
だ
い
に

軽
く
し
て
い
き
、
発
芽
60
日
ぐ
ら
い
に

な
っ
た
ら
根
を
傷
め
た
り
し
ま
す
の
で
や

め
ま
す
。

　

根
の
上
部
が
地
上
に
で
る
と
変
色
し
ま

す
の
で
、
充
分
に
土
寄
せ
を
し
ま
す
。

　

初
期
生
育
が
遅
い
為
、草
ま
け
し
や
す
く
、

除
草
は
重
要
な
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

除
草
剤

　

ト
レ
フ
ァ
ノ
サ
イ
ド
粒
剤
２
．
５

　
　

４
～
６
㎏
／
10
ａ

　
　
（
播
種
直
後
に
全
面
土
壌
散
布
）

※
防
除
薬
剤
は
別
表
記
載
（
Ｐ
14
参
照
）

野菜苗移植機(半自動)の運用管理について
　ＪＡえひめ未来では、加工野菜産
地化を目指しております。ＪＡサポー
トとして、野菜苗定植機（半自動）を
導入しております。
　農家の皆様の定植作業の省力化と労力の軽減を目的
としておりますので是非ご利用ください。

半自動苗移植機　２台
利用料金　１台あたり　3,000円（税込）／10a

詳しくは、営農振興課まで　☎ 56-9000

資材店舗土・日・祝日も

営業しております
！

新居浜市坂井町3-10-40
営業時間／ 9:00～17:00（７月～３月）

西条市中西新開111-1
営業時間／ 8:00～17:30（３月～ 10月）

ＪＡグリーンにいはま
☎（0897）41-7016

あぐりセンター
☎（0897）56-9000

　予約資材の返品は、別途価格設定（低価格）のた
め、お受けできません。ご了承ください。

《ご注意ください・返品について》

● 予約資材の引取りは、西条地区は営業時間内の
（土・日・祝祭日）いつでもお渡しいたします。
新居浜地区は別途ご案内している日時にお引取り
をお願いいたします。

除草剤特売の
お知らせ！ 毎週土日はクサ（草）の日！

　クサクリーン、サンフーロン（新居浜のみ）、プリグ
ロックスなど、３種の除草剤を特売価格にてご提供！ 
夏のしつこい雑草を叩きましょう！！

① 使用前にラベルや説明書をよく読んでください。
② マスク・手袋などの防護具を着用してください。
③ 散布地域の外に飛散・流出しないよう使用してください。
④ 空容器は正しく処分してください。
⑤ 食品と区別し、小児の手の届かない所に保管してください。

期間 令和３年７月～９月まで

農薬を使用するときには…

《毒劇物の購入は印鑑が必要です！》
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（別表）８月掲載農薬安全使用基準一覧表

支　所 会員数（人） 出荷者数（人） 売上高（円）

本 所 33 26 1,517,429
高 津 22 15 1,437,616
川 東 72 34 2,020,990
上部東 82 44 2,271,242
上部西 55 33 3,266,743
金 子 22 10 994,217
西 条 54 926,007
小 計 286 216 11,508,237

JA扱 品 お よ び 業 者 9,601,994
合　　計 21,110,231

支　所 会員数（人） 出荷者数（人） 売上高（円）

飯 岡 57 19 1,067,710 
玉 津 59 23 1,551,021 
神 拝 57 33 4,100,333 
新 堀 29 16 2,182,903 
神 戸 125 66 6,449,674 

橘 67 40 9,919,235 
氷 見 67 29 2,702,055 
禎 瑞 44 18 1,170,791 
加 茂 49 24 1,182,078 
大 保 木 21 7 342,950 
大 町 74 34 2,614,089 
西条総合相談センター 82 55 14,353,148 
新 居 浜 15 5 429,879 
小 計 746 369 48,065,866 

J A 扱 品 28,060,445 
合　　計 76,126,311 

あかがね市情報 あかがね市地区別実績表 ６月

四季菜広場売上

水都市情報 ときめき水都市地区別実績表 ６月

あかがね市に出荷しませんか！
お問い合わせは、四季菜広場 ＴＥＬ（0897）31-0181 まで

水都市に出荷しませんか！
お問い合わせは、水都市事務所 ＴＥＬ（0897）53-6790 まで

来客数（人） 売上高（円）

令和２年度直販品 7,383 5,354,131
令和３年度直販品 8,599 6,859,006
昨年対比（％） 116.5 128.1

安全・安心を
実感できる
社会づくり

各保障提供を始め、防
災・減災・事故防止に資
するサービ及び地域貢献活動の取り組みに
より、健康で豊かな生活づくりに貢献して
います。

子育てに役立つセミナーや、赤ちゃんも
楽しめるイベントへのご招待、ママや赤
ちゃんの体に優しいJAの特産商品のプ
レゼントなど頑張るママと赤ちゃんを応
援しています。

Eggplant

誇
り
誇
り

〜
生
産
者
部
会
紹
介
〜

　
絹
か
わ
な
す
部
会

自 己改革
　JAえひめ未来は信用・共済・福祉・営農・販売・経済の総合事業を行っています。信用事業に引き続き今回は共済
事業に注目してSDGsとどのような繋がりがあるのかご紹介します！

実践中！

絹
か
わ
な
す

　古
く
か
ら
品
種
改
良
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
石
鎚
山
を
源
と
す
る

名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
た「
う
ち
ぬ
き
水
」を
使
っ
て
、
西
条
地
区
だ

け
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
伝
統
野
菜
で
す
。

　丸
々
と
太
っ
た
風
貌
か
ら
地
元
で
は
愛
情
を
こ
め
て「
ぼ
て
な
す
」と

い
う
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

JAえひめ未来とSDGs
～共済事業～

頑張るママと
赤ちゃんを応援!
こども倶楽部

農業リスク
診断活動
農業を取り巻くリスクやそ
の対策について、農業者の皆様と一緒
に考えていく「農業リスク診断活動」を
行っており農業者の皆様が安心して農
業経営に専念し、安定的な事業基盤
を築いて頂けるようにさまざまな保障
提供を行っています。

ご自身の契約内容やご契約先のJAの
情報そして万一の事故・故障のとき
にはスマートフォンのGPS機能やカメ
ラ機能を利用して事故の連絡まで全
てワンタッチで出来ます。お客様の
日々の暮らしに役立ち、利便性向上
につながっています。

毎日の暮らしに
役立つアプリ

ときめき水都市本店
移転先についてお知らせ
　広報誌７月号でお知らせ致しました、ときめき水都市本
店の移転先について下記の通り移転致しましたのでお知ら
せ致します。
　お客様には大変ご不便をお掛けいたしますが、何卒ご
理解をいただきますようお願い申し上げます。

移 転 先
電話番号

西条市新田155（フレスポ西条敷地内）
（0897）53-6790

使用作物名 適用病害虫名等 薬剤名 希釈倍数 10a当り使用量 使用時期 総使用回数 使用方法

ブロッコリー
除草剤（一年生雑草）

トレファノサイド乳剤
―

200～300ml
（100㍑） 定植前

（植穴掘前）

1回

全面土
壌散布

トレファノサイド粒剤2.5 4～6㎏

アオムシ・
ハスモンヨトウ・コナガ

プレバソンフロアブル5 100倍

セル成型育苗
トレイ１箱又は
ペーパーポット
一冊当り0.5㍑

育苗期後半～
定植当日 かん注キャベツ アオムシ・ヨトウムシ・

ハイマダラノメイガ・コナガ白菜

レタス
（トンネル・マルチ栽培）

除草剤（一年生雑草）
トレファノサイド粒剤2.5

―

3～4㎏ 定植前
（植穴掘前）（マルチ前）

全面土
壌散布

レタス
（露地栽培）

トレファノサイド乳剤 200～300ml
（100㍑） 定植直後 畝間土

壌散布

ナモグリバエ・
ヨトウムシ・オオタバコガ モスピラン粒剤 0.5ｇ／株 定植前日～

定植当日 株元散布

人参
アブラムシ類 スタークル顆粒水溶剤 2000倍

100～300㍑
収穫7日前まで 2回以内

散布キアゲハ・アブラムシ類・
ヤサイゾウムシ マラソン乳剤 2000～3000倍 収穫14日前まで 4回以内

ジャガイモ
アブラムシ類 オルトラン粒剤 ― 3～6㎏

（1～2ｇ／株） 植付時 1回 作条散布

オルトラン水和剤

1000倍

100～300㍑

収穫30日前まで 2回以内

散布

テントウムシダマシ幼虫・
ヨトウムシ

きゅうり

べと病・炭そ病・
うどんこ病・灰色かび病・

黒星病・褐斑病
ダコニール1000

収穫前日まで

8回以内

アブラムシ類・
ウリハムシ・コナジラミ類・

アザミウマ類
スタークル顆粒水溶剤 2000～3000倍 2回以内

なす

灰色かび病・うどんこ病 アフェットフロアブル 2000倍 3回以内

アザミウマ類・アブラム
シ類・コナジラミ類 スタークル顆粒水溶剤 2000～3000倍

（アブラムシ類は2000倍） 2回以内

ハダニ類 マイトコーネフロアブル 1000倍 1回

ハスモンヨトウ・
アザミウマ類 アファーム乳剤 2000倍 2回以内

トマト

疫病 ランマンフロアブル
1000～2000倍

150～300㍑ 4回以内

アザミウマ類 ベストガード水溶剤
100～300㍑

2回以内

灰色かび病 アフェットフロアブル 2000倍 3回以内
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秦さんの圃場

絹
か
わ
な
す

栽
培
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

一
緒
に
絹
か
わ
な
す
を
栽
培
し

出
荷
し
ま
せ
ん
か
？

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 12月10月 11月

定植

防除・管理

収穫

部
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

【
栽
培
面
積
】　
24
ａ

【
栽
培
歴
】　
４
年
目

【
栽
培
ポ
イ
ン
ト
】

　
有
機
肥
料
と
水
を
か
か
さ
な
い
こ
と

【
な
す
栽
培
の
魅
力
】

　
夏
野
菜
の
中
で
収
益
性
が
高
い
と
こ
ろ

絹
か
わ
な
す
部
会
の

成
り
立
ち

絹
か
わ
な
す
部
会

　
絹
か
わ
な
す
部
会
は
西
条
地
区
計
14
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

出
荷
先
と
し
て
愛
媛
県
内
だ
け
で
な
く
、
関
東
・
中
京
・
京
阪
神
・

中
四
国
地
方
の
市
場
を
通
じ
て
、
量
販
店
や
漬
物
業
者
に
出
荷
・
販

売
し
て
い
ま
す
。

希
少
な
ブ
ラ
ン
ド
産
品

　
絹
か
わ
な
す
の
皮
は
と
て
も
繊
細
で
柔
ら
か
い
た
め
強
い
風
が
吹
く
と
、
葉
や
枝

で
擦
れ
て
す
ぐ
に
傷
が
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
力
維
持
の
た
め
、
厳
し
い
選
果
基
準
を
設
け
て
い
る
の
で
規
格
外
と

な
っ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
栽
培
が
難
し
い
品
種
で
も
あ
り
ま
す
。

絹
か
わ
な
す
特
徴

・
標
準
サ
イ
ズ
は
20
㎝
前
後
、
３
６
０
ｇ
〜
４
０
０
ｇ
と
大
型
。
　
　

大
き
い
も
の
で
は
５
０
０
ｇ
以
上

・
絹
の
よ
う
な
美
し
い
光
沢
の
果
皮
は
、
柔
ら
か
い
の
で
食
べ
ら
れ
る

・
90
％
水
分
で
で
き
て
い
る

・
灰
汁（
ア
ク
）や
種
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
切
っ
て
も
真
っ
白

・
生
で
食
べ
る
と
リ
ン
ゴ
の
よ
う
に
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

・
火
を
通
す
と「
ト
ロ
ッ
」と
さ
ら
に
甘
さ
と
滑
ら
か
さ
が
引
き
立
つ

・
和
洋
中
の
ど
ん
な
料
理
に
も
相
性
が
良
い

　摘葉と
芽かきが

大変です
が収益性

が高い作
物です。

　
初
め
は
自
家
消
費
用
と
し
て
生
産
さ
れ
、
出
荷
用
と
し
て
栽
培
さ

れ
た
の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
昭
和
24
年
頃
に
２
〜
３
戸
の

農
家
が
栽
培
を
始
め
た
と
さ
れ
、
昭
和
30
年
代
以
降
ビ
ニ
ー
ル
の
出

現
で
ト
ン
ネ
ル
栽
培
が
導
入
さ
れ
て
生
産
も
増
え
ま
し
た
が
、
主
に

漬
物
用
や
地
元
向
け
の
販
売
で
し
た
。

　
漬
物
を
中
心
に
徐
々
に
人
気
を
集
め
る
中
、
旧
Ｊ
Ａ
西
条
で
は

「
絹
か
わ
な
す
部
会
」を
発
足
。
地
域
特
産
品
と
し
て「
絹
か
わ
な
す
」

を
商
品
登
録
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
生
産
振
興
・
販
売
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

取
り
組
み

　
７
月
５
日
㈪
集
荷
場
に
て
絹
か
わ
な

す
目
慣
ら
し
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
県
内
出
荷
が
始
ま
り
、
６

月
よ
り
県
外
出
荷
が
開
始
し
ま
し
た
。

　
部
会
と
し
て
の
品
質
の
統
一
・
向
上

を
行
い
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
よ
り
一
層
高

め
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま

し
た
。

絹かわなす部会長
秦　　廣志さん

定植苗の様子 誘引が完了した状態 生育最盛期の状態 絹かわなすの果実

ご
相
談
は

西
条
地
区

　
あ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
９
７‐

５
６‐

９
０
０
０

　
　
　
　（
担
当
：
伊
賀
上
絃
人
）
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農
業
用

　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
践
第
３
弾
。
こ
れ
ま
で
に
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
田
植
え
機
・

ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
等
最
先
端
技
術
の
実
践
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
農
業
用
農
薬
散
布
機
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
、
農
薬
の
散
布

を
し
ま
し
た
。

西条農業高校コラボ企画

未来
創造館
未来
創造館
未来
創造館

農
薬
散
布
機
ド
ロ
ー
ン

【ドローンを使ってまたは見ての
感想】壊さないか不安だった。プ
ロペラがきちんと開いていない
と飛ばないので何回もチェック
するのが大変。

【これから農業はAI化が進めば良
いと思う？】高齢化が進んでいるの
で効率的にもAI化になれば便利。

【将来の夢】農業高校に入学した
ので農業関係

食農化学科２年

岩水　楓太さん
いわ みず ふう た

【ドローンを使ってまたは見ての
感想】見ていて操作がとても難し
そうだった。

【これから農業はAI化が進めば良
いと思う？】コントローラーだけ
で操作ができるので良いと思う。
ただ、ドローンのプロペラが回
ると風が強いので農作物に影響
を与えるかもしれないのが難点。

【将来の夢】農業関係（JA等）

食農化学科２年

山城　俊輝さん
やま しろ とし き

【ドローンを使ってまたは見ての
感想】体力的にはとても楽だが、
バッテリーの関係上散布時間が
短いことが難点と感じた。

【これから農業はAI化が進めば
良いと思う？】今、農業は高齢
化が進んでいるので体力面的に
もAI化が進むと良いと思う。

【将来の夢】大富豪

食農化学科２年

梶原　湊さん
かじ はら みなと

バッテリーフル充電で

約10分使用できます!

コントローラーの
操作が意外と難しい

きちんとプロペラが

開いているか飛ばす

前に確認!
３つ質問をしてみ

ました！

学生にインタビュー！

岡田　昂大さん
（36歳）

おか だ こう だい

旬の
イチオシ!

みらい
マルシェ

出荷者紹介

おいしい
バトン
おいしい
バトン
おいしい
バトン

四季菜広 場

あかがね市・四季菜広場担当

藤原　美月

主な出荷作物：
路地野菜（きゅうり・ピー
マン・里芋・キャベツ）
こだわりの栽培方法：
なすは作業性向上のため
単為結果性の品種を使用
しています。受精を行わずに実を作るので、生
産量が増えます。
消費者へ一言：旬を意識して作っているので是
非みなさん食べてください。

今月は
コレ

　旬の夏野菜を食べて夏バテ対策。
生で食べられるトマト・きゅうりなどは水分
を多く含んでクールダウンに最適です。
スイカやブルーベリーなどの果物もあります。
大きく育ったスイカで皆さんスイカ割りをしましょう!
新鮮な野菜・果物は是非、四季菜広場でお買い求めくだ
さい!

四季菜広場
新居浜市田所町3-63（JAえひめ未来本所裏)
TEL（0897）31-0181
営業時間／8:30～16:00
定 休 日／お盆・年末年始・地方祭

JR新居浜駅

新居浜IC

国道11号線国道11号線国道11号線

市営球場

市役所通り市役所通り市役所通り

一宮神社

市役所

東城交差点

楠
中
央
通
り

楠
中
央
通
り

楠
中
央
通
り

松山自動車道松山自動車道松山自動車道

あかがね市 四季菜広場
しきさいひろば

JA
市役所通り

ココ

セブン
イレブン

　
去
年
試
験
的
に
し
て

み
た
ジ
ャ
ン
ボ
ピ
ー
マ

ン
が
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
の
で
今
年
も

作
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
ま
だ
成
長
段

階
で
す
が
、
収
穫
時
に

は
と
て
も
大
き
く
な
り

ま
す
。

　
き
ゅ
う
り
部
会
の
一

員
で
も
あ
る
岡
田
さ
ん

の
き
ゅ
う
り
は
１
反
５

畝
の
面
積
で
栽
培
し
て

い
ま
す
。

みら
いキッチン

焼きなす茶そば
材料（４人分）

ナス……………… 2本
梅干し…………… 4個
ミニトマト ……… 2個

ミツバ …………… １把
茶そば ……… 200ｇ
市販の麺つゆ…… 適宜

わさび…………… 適宜
堅焼きせんべい… １枚

　季節ごとにあしらう野菜を変えてサラダ風にしても楽しいです。point

⑴ ナスは縦に皮目に６～８本の包丁を入れ、焼き網で転がしながら強火
で軟らかくなるまで焼き、氷水に素早く落とし熱いうちに皮をむく。

⑵ 梅干しは種を取り包丁でたたき、ミニトマトは半分に切り、ミツバは
さっとゆで、ざく切りにする。

⑶ 大きめの鍋に湯（材料外）を沸かし、茶そばをゆで、ゆで上がったら素早
く水洗いしてざるにあげる。

⑷ 器に茶そばを盛り付け、２分の１に切った焼きなす、梅肉、ミツバ、ミ
ニトマト、わさび、砕いた堅焼きせんべいをあしらい、麺つゆ（好みの濃
さで）を張る。

作り方
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information

理
事
会
報
告

　　
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
未
来
定
例
理
事
会
が
６
月
25
日
に
開
か
れ
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

⑴ 

諸
規
程
類
の
改
廃
に
つ
い
て

① 

職
員
給
与
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

⑵ 

各
部
門
の
業
務
に
つ
い
て

① 

川
西
支
所（
仮
称
）統
合
に
か
か
る
あ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

用
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

② 

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
更
新
に
つ
い
て

③ 

出
資
金
減
資
申
込
に
つ
い
て

以
上
の
協
議
事
項
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〝
ル
ミ
エ
ー
ル
会
員
〞〝
セ
レ
モ
ニ
ー
友
の
会
〞

〝
や
す
ら
ぎ
会
〞

各
種
特
典
有

　会
員
募
集
中
!!

　謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
故

人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
ご
了
承

い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す（
敬
称
略
）

ＪＡえひめ未来葬祭
家族葬から大きな葬儀まで承っております。
お気軽にご相談ください。

毎月第３日曜日 9:00～15:00
ルミエール西条では、事前相談会を開催しております。

通常受付（月～土） 9:00 ～ 17:30

新居浜市坂井町3-10-40 TEL（0897）41-0983

新居浜経済センター 葬 祭

お
悔
や
み

西条市大町937-1
TEL（0897）56-2500 0120-7979-22

24時間受付

新居浜
地区

西条
地区

８月の各委員会・理事会・監事会予定日

営農委員会 26日㈭ 9:30 ～ 新居浜経済センター

総務生活委員会 26日㈭ 13:30 ～ 新居浜経済センター

金融委員会 27日㈮ 9:30 ～ 新居浜経済センター

定例監事会 31日㈫ 9:30 ～ 新居浜経済センター

定例理事会 31日㈫ 13:30 ～ 新居浜経済センター

警察からのお知らせ

新居浜警察署 電話35-0110 西条警察署 電話56-0110

特殊詐欺被害発生中！！
「密集を避ける為ＡＴＭへ行ってください。」
「ＡＴＭに着けば携帯から電話して。」
「今日が期限なのですぐに手続きを。」

※新型コロナウイルスの感染状況により変更になる場合があります。

等を
名乗る人から電話があったら…

は詐欺は詐欺

市役所などはＡＴＭで医療費を還付しません
市役所職員 金融機関職員

不審な電話があれば、必ず確認と相談をしましょう。

本当かどうか確かめてからでも遅くない！！
電話だけ？書面はないのか確認を！！
突然の連絡で今日中に手続き？怪しいと思って！！
家族にも相談してから対応を！！

　平素よりＪＡ事業につきまして、格別の
ご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、令和３年６月30日の令和２年度
出資配当金振込において、通帳へ印字す
る摘要名を本来「ＪＡえひめ未来」とするべ
きところが「ＪＡ西条」となっており、組合員
の方には多大なるご迷惑をおかけしまし
たことを、深くお詫び申し上げます。
　今後はこうしたことが二度とおこなら
いよう細心の注意を払ってまいりますの
で、何卒ご容赦いただきますよう、よろし
くお願い申し上げます。

出資配当金振込にかかる
通帳への摘要名印字

不具合について（お詫び）

介護に関する
ご相談は

デイサービスセンター いずみの里
西条市大町200-6
TEL（0897）52-1600

ヘルパーステーション 新居浜
新居浜市坂井町3-10-40
TEL（0897）47-5900

ヘルパーステーション 西条
西条市大町200-1
TEL（0897）52-1500

小規模多機能型居宅介護事業所 武丈の里
西条市大町980-4
TEL（0897）55-2101

デイサービスセンター みずほの里
西条市禎瑞1033
TEL（0897）56-3100

福
祉
だ
よ
り

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

い
ず
み
の
里

武
丈
の
里

み
ず
ほ
の
里

撮
影
時
は
、
マ
ス
ク
を
は
ず
し
て
い
ま
す
。

　
七
夕
飾
り
つ
け
中
で
す
。
た
く

さ
ん
の
お
願
い
が
揃
い
ま
し
た
。

　
１
０
２
歳
を
迎
え
た
、
笑
顔
が
す
て

き
な
文
野
高
子
さ
ん
の
お
誕
生
日
会
を

し
ま
し
た
。

　
デ
イ
で
の
文
野
さ
ん
は
、
動
作
は

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
さ
れ
て
い
て
、
補
助
具

は
使
用
せ
ず
歩
行
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
で
は
、「
ご
飯
も
お
い
し
い
し
、

ど
こ
も
痛
い
と
こ

な
ん
か
な
い
け

ん
、
ま
だ
長
生
き

し
そ
う
じ
ゃ
わ

ね
。」が
口
癖
だ
そ

う
で
す
。

午
後
か
ら
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
ゲ
ー
ム
）の
様
子
で
す
。

　
禎
瑞
小
学
校
２
年
生
の
皆
さ

ん
が
町
角
探
検
に
み
ず
ほ
の
里

へ
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
暑
い
中
、
元
気
な
踊

り
も
披
露
し
て
く
れ

て
、
皆
さ
ん
大
喜
び
で

し
た
♪

　
質
問
の
時
間
で
は
、

１
０
０
歳
の
方
が
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
児

童
の
み
な
さ
ん
が
と
て

も
び
っ
く
り
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　ピンポン球をカップに入れるゲームです。手前からバウンドさ
せて狙った方が入る確率が高いみたいです。

　カーリングゲームです。的（○）に一番近い人が優勝です。押
す力の加減が難しいです。

　
お
は
な
が
み
と
画

用
紙
で
ひ
ま
わ
り
と

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
の
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
作

り
ま
し
た
。

　
ひ
ま
わ
り
は「
あ
な

た
だ
け
を
見
つ
め
て
い

る
」、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

は「
素
朴
で
清
楚
」と

い
う
花
言
葉
で
し
た
。

　
自
転
車
こ
ぎ
を
し

て
い
ま
す
。

　
七
夕
飾
り
を
作
成
し
ま
し

た
。
願
い
事
で
最
も
多
い
の
は

「
家
族
の
健
康
」で
、
短
冊
の

上
に
は
可
愛
い
鶴
の
飾
り
も
つ

け
ま
し
た
。

　
先
月
か
ら
作
成
し
て

い
た
紫
陽
花
が
完
成
し

ま
し
た
。

　
玄
関
や
自
室
に
飾
っ

て
下
さ
る
方
が
多
く
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
。

【
西
条
地
区
】

【
新
居
浜
地
区
】

６
月
15
日

飯

岡

河
野　

博
美

79
歳

６
月
29
日

神

戸

谷
﨑　

俊
光

85
歳

６
月
11
日

川

東

永
易
ヤ
チ
ノ

98
歳

６
月
16
日

高

津

小
野　

恒
彦

81
歳

６
月
26
日

上
部
東

千
葉　

幹
雄

87
歳

21 20



クロスワードパズル
応募締切
令和３年

８月20日㈮
必着

　二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何でしょうか？
　クロスワード正解者の中から抽選
で５名様にみのりちゃんお買物券を
プレゼント！ 10月号にて発表します。

ヨコのカギ タテのカギ

おたより
コーナー

読者交流ページ

みらいちゃん
みのりちゃん

ひろば

花
鳥
風
月講

師
　
黒
川
　
典
子（
選
）

短 

歌

講
師
　
和
田
　
　
糺（
選
）

俳 

句

ま
だ
言
葉
も
た
ざ
り
し
子
と
梅
雨
ご
も
り 

上
部
東 

今
城
　
宏
子

　【
評
】「
言
葉
も
た
ざ
り
し
子
」と
の
表
現
実
に
巧
み
。

 

全
開
の
蛇
口
に
初
夏
の
ほ
と
ば
し
る 

上
部
東 

越
智
恵
美
子

　【
評
】蛇
口
と
初
夏
の
取
合
せ
秀
逸
。

 

五
分
待
ち
そ
っ
と
新
茶
を
注
ぎ
け
り 

上
部
東 

越
智
　
和
人

　【
評
】「
五
分
待
ち
」と
具
体
的
な
時
間
表
現
が
良
い
。

 

今
年
竹
左
右
に
揺
り
つ
丈
競
う 

上
部
東 

篠
原
　
高
代

　【
評
】「
左
右
に
揺
り
つ
」に
竹
の
成
育
の
勢
い
が
目
に
見
え
る
よ
う
。

 

ぽ
つ
ぽ
つ
と
川
面
ゆ
ら
し
て
梅
に
雨 

川
東 

高
橋
　
　
学

　【
評
】下
五
の「
梅
に
雨
」が
、
一
句
を
巧
く
締
め
括
っ
て
い
る
。

 

子
の
喜
々
と
薫
風
つ
か
み
肩
車 

上
部
西 

曽
我
部
福
石

　【
評
】子
煩
悩
な
父
親
像
。

 

山
寺
の
首
な
し
地
蔵
苔
の
花 

上
部
西 

塗
塀
　
良
子

　【
評
】今
昔
物
語
に
も
出
て
来
そ
う
な「
首
な
し
地
蔵
」の
世
界
。

 

孫
よ
り
の
手
作
り
絵
本
梅
雨
晴
間 

高
津 

小
野
　
宮
子

　【
評
】作
者
に
と
っ
て
、
孫
の「
手
作
り
絵
本
」は
最
高
。

 

霧
吹
け
ど
瞬
き
も
せ
ず
蛍
籠 

高
津 

神
野
　
幸
男

　【
評
】蛍
へ
の
愛
情
が「
霧
吹
け
ど
」に
よ
く
出
て
い
る
。

 

次
々
と
白
鷺
の
来
て
餌
ひ
ろ
う 

高
津 

明
星
　
　
勲

　【
評
】近
年
よ
く
見
か
け
る
田
園
風
景
。

 

手
づ
く
り
の
新
茶
い
た
だ
き
今
朝
の
膳 

飯
岡 

加
藤
イ
サ
子

　【
評
】「
手
づ
く
り
」の
新
茶
に
、
ず
い
ぶ
ん
食
が
す
す
ん
だ
の
で
は…

。

 

届
け
先
決
め
ね
ん
ご
ろ
に
胡
瓜
揉
む 

玉
津 

森
本
　
郁
子

　【
評
】届
け
先
を
種
々
と
想
像
。「
ね
ん
ご
ろ
」に
作
者
の
お
人
柄
が…

。

 

曽
孫
た
ち
呼
ん
で
祝
い
ぬ
子
供
の
日 

神
戸 

三
浦
シ
ズ
子

　【
評
】さ
ぞ
か
し
楽
し
い
子
供
の
日
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

※

応
募
者
多
数
の
た
め
、
講
師
に
よ
り
選
ば
れ
た
方

の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

足
踏
み
の
脱
穀
機
が
唸
り
あ
げ

　
今
も
現
役
麦
の
穂
飛
ば
す

高
津
　
神
野
　
幸
男

や

ま

や
し
ろ

と

け
い

か

廃
鉱
の
別
子
の
銅
山
の
記
念
館

　
　
屋
根
一
面
に
杜
鵑
花
の
咲
く

 

上
部
東
　
越
智
　
和
人

愛
犬
と
社
の
階
段
上
り
行
き

　
　
葉
桜
繁
る
神
に
詣
で
る

 

上
部
東
　
藤
田
　
盛
男

放
置
田
を
駆
け
て
捕
え
し
蝶
五
匹

　
　
蜜
は
ダ
メ
よ
と
籠
の
戸
開
け
る

 

上
部
東
　
瀬
崎
　
貞
三

耕
せ
る
畑
に
コ
ス
モ
ス
蒔
き
ゆ
け
ば

　
　
餌
を
捕
る
小
鳥
の
群
が
り
来
た
る

 

上
部
東
　
鴻
上
　
弥
生

草
取
り
の
手
を
止
め
見
入
る
花
可
憐

　
　
雑
草
な
れ
ど
心
癒
さ
る

 

氷
見
　
小
林
　
泰
子

咲
き
ほ
こ
る
藤
の
花
房
に
黄
金
の

　
　
蜂
の
集
い
て
夕
に
消
え
ゆ
く

 

玉
津
　
一
色
　
ノ
ブ

色
と
り
ど
り
の
土
手
の
紫
陽
花

　
　
花
盛
り
亡
き
夫
植
え
し
大
輪
の
白

 

上
部
西
　
塗
塀
　
良
子

遠
き
日
の
介
護
日
誌
を
よ
み
か
え
す

　
　「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
を
最
後
に

 

中
央
　
三
谷
　
福
美

飛
行
機
雲
の
西
か
ら
東
へ
は
っ
き
り
と

　
　
残
り
し
空
に
し
ば
し
見
と
れ
る

 

飯
岡
　
加
藤
イ
サ
子

京
菓
子
の
雅
や
か
さ
に
息
を
の
む

　
　
四
季
の
花
々
七
色
彩
る

 

大
町
　
石
井
ト
シ
子

晴
れ
女
と
自
負
す
る
孫
の
苗
運
び

　
老
い
た
る
吾
ら
畦
に
佇
つ
の
み

玉
津
　
森
本
　
郁
子

講
評

幼
い
頃
か
ら
可
愛
が
っ
て
こ
ら
れ
た
お
孫
さ
ん
で

し
ょ
う
。
優
し
く
逞
し
く
育
っ
た
お
孫
さ
ん
を

感
慨
深
く
見
守
っ
て
い
る
ご
夫
婦
。
お
互
い
に
思

い
合
っ
て
い
る
家
族
の
心
温
ま
る
歌
で
す
。

みらい

キッズ

　クロスワードの答え・氏名・年齢・住所・電話番号・
本誌へのご意見・おたより・短歌・俳句等をご記入の上、
ハガキまたはＥメールにてご応募ください。

宛 先 ハガキ 〒792-0804
  新居浜市田所町3-63 ＪＡえひめ未来広報誌係
 Ｅメール emiraiinfo@ja-emirai.com

８月の中旬頃
は、西条地区

で栽培されている絹
かわなすの最盛期で
すね！絹かわなすは灰
汁（アク）や種がほとん
どないので食べやす
く、和洋中どんな料理
でも相性が良いので
是非食べてみて下さ
い～！（ヤノ）

10月号 短歌・俳句作品募集
※お一人につき短歌２首、俳句３句まで。講師による添削をする場合が
あります。今回、誌面に掲載しきれなかった方につきましては、ＪＡえひめ
未来ＨＰにて掲載をさせていただきます。

応募
方法

締切：８月20日㈮必着

あとがき

石田　里春くん(0歳3 ヶ月）
いし だ り はる

みらい６月号の答え／「ミズタマリ」

応募総数／ 75通
当選者／ 上部西 安部　昌恵 様

 金子 永易　正史 様

 高津 木下　敏夫 様

 中央 伊藤　明美 様

 玉津 浅木由紀美 様

　みらいキッチン、運勢など楽
しみに読ませていただいてます。
　短歌・俳句みなさんお上手で
すね! うなづきながら読ませて
もらっています。

（本所　77歳）

気づけばあっという
間に８月!
花火大会やイベント
は今年も中止で夏ら
しいことがなかなか
できませんが、水都
市・み のりち ゃん 市
場・四季菜広場で夏
の果物や野菜で是非
皆さん夏を感じてくだ
さい♪（ミサキ）

みなさんとてもお上手!

講
評

脱
穀
機
も
作
者
も
今
も
現
役
で
、
麦
の
穂
を

飛
ば
し
て
い
る
と
は
何
て
力
強
い
歌
だ
ろ
う
。

｛
唸
り
を
上
げ
て
い
る
｝脱
穀
機
の
音
が
聞
こ
え

て
来
る
よ
う
で
擬
人
化
さ
れ
た
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る

歌
で
す
。

橘
　
佐
伯
　
定
則

講
評

作
者
も
子
ど
も
達
と
一
緒
に
田
植
え
を
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
近
年
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ

な
い
子
ど
も
達
と
の
和
や
か
な
光
景
が
詠
ま
れ

て
お
り
、
平
和
な
日
本
の
四
季
を
思
わ
さ
れ
る

歌
で
す
。

子
供
ら
の
田
植
え
す
る
声
に
ぎ
や
か
に

　
我
を
忘
れ
て
泥
ん
こ
ま
み
れ

　みらいは毎月色々な情報満載
で毎月楽しみに待っています。
　西条農業高校の若者達が農業
に興味があって学んで、それを
生かして農業してくれることが
頼もしく嬉しい事で応援しま
す。頑張ってくださいね!

（上部西　67歳）

　JA広報誌などを参考に野菜
栽培をしています。
　今は玉ねぎやジャガイモを収
穫して、子どものところへ持っ
て行ってやるのが楽しみです。

（上部西　73歳）

とっても美味しそう!
喜びますね♪

ありがとうございます!

　玉ねぎの詳しい、色々な事が
書いてあって参考になりました。

（中央　62歳）

玉ねぎは素晴らしい
野菜♪

　裏表紙のカレンダーいつも役
立っています。次回は年金相談
に行きたいです。

（玉津　68歳）

是非お越しください♪

　私の元気の元は、クロスワー
ドパズルとウォーキングです。
　頭スッキリ、体シッカリのた
めにも頑張ります。

（飯岡　72歳）

一緒に頑張りましょう!

那
須
川
天
心
に

影
響
さ
れ
た
息
子
。

将来は

強く優しく元気に育って、

那須川天心を越える

ファイターへ！笑

① ‌�最低気温が25度以上の夜
のこと

② ‌�寺子屋では字の――やそろ
ばんを教えました

③ ‌�地球の中心部にあります
④ ‌�長良川で有名な伝統漁法
⑥ ‌�親戚の――を頼って仕事に

就いた
⑨ ‌�高速道路のサービス――で

一休みした
⑪ ‌�親潮は千島――とも呼ばれ

ます
⑬ ‌�帰る客を玄関まで――に

行った
⑮ ‌�力士が腰に締めます
⑰ ‌�割、分、厘の次
⑲ ‌�虫が入ってこないように布

団の周りにつるします

② ‌�鉱石を高温でドロドロにする
装置。高炉とも呼ばれます

⑤ ‌�川や池の土手のこと
⑦ ‌�信号機で「止まれ」を示す色
⑧ ‌�家屋を壊して新しく造り直

すこと
⑩ ‌�墨も料理に利用する魚介
⑫ ‌�大きな魚はこの形でパック

詰めされていることが多い
⑭ ‌�令和3年の――の日は8月8

日。国民の祝日です
⑯ ‌�ねぶた祭で知られる県
⑱ ‌�「五七五七七」などの形式で

作られます
⑳ ‌�飛行機で人や荷物を運ぶこと
㉑ ‌�井戸端会議中に楽しむもの
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